WS解説
WSクラスは、確実に回ることが求められるレース結果だと言えるので、完全なベストルートよりは、ミスをしにくいルートに重点を置いて解説する。

△→1

道の分岐を捉えること、道の終わりとなる沢底からしっかりとコンパスをふって斜面を登ること、炭焼き釜のある沢を捉えること、の３つが課題。

初めの道の分岐がわかりづらく、道もやや通りにくいが、落ちいてしっかりと辿ること。道の終わりからは、一気にポストのある炭焼きがまを目指すというよりは、炭焼きがまのある沢に入ってそれを登っていくとミスしにくくなる。

1→2

やや下り気味にコンタリングするのがベストであるが、完全にコンタリングしていくのもあり。ポストは大きな尾根の傾斜変換にある。

どのようなルートをとるにしても、最大のポイントは、ポストのある大きな尾根をできる限り遠くから認識すること。この尾根と自分のいる高さがポストより高いか低いかさえわかれば、大きなミスには繋がらない。

2→3

レグ線方向に脱出し、尾根を越え、岩のあるテラスを通って沢に落ち、その先の尾根を登っていく。

最大のポイントは、岩のあるテラスまで出られるかどうかだと考えられる。脱出時に方向をしっかりと意識すること、斜面に負けないことが重要。岩のあるテラスまでたどり着いたら、目の前のポストのある大きな尾根を確認してから進むこと。

3→4

女子1つ目のロングレッグ。

基本的には道を辿るだけであり、アタックはポスト南西の道の曲がりをとらえればよい。

ただし、道走りの際に何も見ずに進むと現在地がわからなくなる恐れがある。道走りの基本は、周りの地形に注意すること。舗装路に出るまででも舗装路に出た後でも、左右の尾根・沢・ピークの情報をつかめば、現在地把握は難しくはない。

舗装路に出た後は、左にでてくる２つの大きなピーク（塊）と、その後右手に出てくる大きな塊を見ればよい。最終的には、4ポ南西の大きな道の曲がりが特徴的なので、それを目指して走ればオーバーすることはないと考えられる。

アタックは、大きな道の曲がりのところにある大きな沢の東の尾根と、大きな沢さえ捕らえれば、これも比較的わかりやすい。

4→5

5ポ南西の鞍部を捉えることが全て。下って道に乗って、尾根を越えた先の鞍部、というルートでもよいし、真っ直ぐ尾根を２つ越えて鞍部を目指しても良い。

WSクラスでは全員がミスをしており、どの点が難しかったのかやや気になるところである。

5→6

2つ目のロングレッグ。1つ目よりは難易度が高い。

（周りの地形に注意を払いつつ）道を辿って、D藪のある沢にでる。そこから北北東方向にある沢orその沢の一つ東の尾根、を登って道まで出る。道を少し東へ進み、4番道同士の分岐を北東方向へ。ひたすら道をたどり（ここも道の曲がりや地形に注意を払いつつ進む）道の終わりから真北に下って、目の前に現れた尾根上にポストはある。

上記以外にもルートはたくさんあるが、最もミスをしにくいルートであると考えられる。ポイントは、4番道同士の分岐に出るまでである。まずしっかりと道に乗ること。道走りの最中は、周囲の地形などに注意をはらい、おおまかな現在地を把握しておくこと。そして、4番道へと登っていく時に、自分がどの尾根（あるいは沢）を登っているのかをしっかりと把握しておくこと。

自分がどのあたりにいるのかを常に把握しつづけていることが、ミスを抑えるための最大のポイントである。

6→7

男子と共通のレッグである。

ここでも、大冒険をしないためには、現在地を常に把握し続けることが大切である。

3番道にだいたいどのあたりで乗ったのか。3番道の右手にあるオープンでは確実に現在地の把握ができる。ここから沢に落ちていくのならば、手前の沢に落ちないようにすることが重要である。

以上、女子コースに関しては、いかに確実に回るかに重点を置いて解説した。堀・谷口の二名以外にとっては、今回のコースはやや難易度が高かったかもしれない。しかし、今回書いた内容一つ一つは、それほど難しいものではないはず。

オリエンをする上での最大のポイント、「おおまかな現在地を常に把握しつづけること」。これを達成するには何が必要か、どういうものを見て進めばよいのか、その点を常に意識して取り組んでいけば、よりオリエンを楽しめることに繋がると思う。この解説がそのきっかけとなれば、この上ない幸いである。
